
　　　　

令和６ 年 10 月 4 日

9 時 0 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

家族支援

保護者さまがお子さまの心身の発達状況やその特性を理解するプロセスに寄り
添うとともに、具体的な支援の方法を相談・共有することで、お子さまとのよ
りよい関係性を育めるよう後押しします。更に、ごきょうだいの気持ちにも寄
り添いながら支援します。

移行支援

お子さまの発達のプロセスやライフステージの変化に応じて、お子さまの
通う学校や事業所と連携・協働しながら、一貫性のある支援、切れ目のな
い支援を目指します。お子さまが地域のそれぞれの場で生き生きと活動で
きるよう橋渡しを行います。

地域支援・地域連携

お子さまの通う学校や地域の事業所等とのつながりを持ち、また、地域の協議
会などに参加することで、お子さまの安心できる暮らしや育ち、誰もが主役に
なれる社会を念頭に地域づくりにつとめます。 職員の質の向上

CDS-Japanの総会や研修会をはじめとする研鑽の場に参加し、職員一人一
人の質の向上を目指します。また、それぞれの専門分野における研鑽を惜
しまず、新しい知見などを事業所内で共有し、事業所全体の質の向上を図
ります。

支　援　内　容

本
人
支
援

お子さまの発達段階に応じて、現在だけでなく将来的も見据えた基本的な日常生活スキル(身だしなみ、調理・活動の計画・準備、整理整頓、生活および対人関係のマナーなど)の獲得を
目指します。

個別/集団の活動を通して、日常生活に必要な動作の獲得や姿勢保持などの感覚を養います。また、お子さまとも相談しながら、お子さまに適した道具の選択の仕方や、工夫の仕方を専門
職スタッフがお子さまの選択を尊重しながらその都度ご相談にのります。

お子さま一人一人の認知特性を理解し、個別/集団の活動を通じて適切な情報の処理や外界の認知の形成を促します。特に、ソーシャルスキルトレーニングの要素も取り入れながら、活動
や出来事の振り返りを通じてセルフモニタリングやセルフコントロールができるようお子さまと一緒に考えていきます。

お子さまの「伝えたい」「伝わった」という気持ちと達成感を大切にし、一人一人の発達に応じたコミュニケーションスキルの獲得を目指します。ソーシャルスキルトレーニングの要素
も取り入れながら、お子さまが少しでもコミュニケーションに自信が持てるように支援します。

個別/集団での活動を通じて他者への信頼関係を育み、人間関係の広がりを持てるよう、まずはここがお子さまの居場所となれるよう支援していきます。対人関係や自分自身への悩みにつ
いては、個別に専門スタッフが面談しながら自己理解を深めていきます。

法人（事業所）理念 愛であなたを支援します

支援方針
お子さま一人一人の「やりたい」「こうなりたい」という気持ちを大切にし、「できた」という経験の中で自己肯定感や他者への信頼を育むと共に、お子さま自身の自己理解のプロセス
に寄り添います。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名
社会福祉法人松原愛育会
児童発達支援センター　みちのポケット 放課後等デイサービス　支援プログラム 作成日


